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邑の映画会実行委員会は、群馬県の「映像教育」
を継続・発展させ、すぐれた映画作品の上映、
および、ワークショップなどを通して、豊かな
感性を育み、映像を学ぶための活動を行うこと
を目的とします。

このマークは、中国・チベット
の少数民族「ナシ族」に伝わる
象形文字【Dongba: トンパ】
から「あかりを消して」の意味
があります。

主催□邑の映画会実行委員会

共催□邑楽町教育委員会

協力□　　　 国立映画アーカイブ

　　　 

協賛□館林西ロータリークラブ／朝日印刷工業（株）
　　　高源寺／ （株）群馬AVセンター／
　　　恩林寺 ／ 医療法人三世会加藤医院

邑の映画会組織□邑の映画会実行委員会
　　　　　　　　邑楽町教育委員会
　　　　　　　　邑の映画会会員

邑楽町 ▶

明和町 ▶
大泉町 ▶　
館林市 ▶

太田市 ▶
伊勢崎市▶
前橋市 ▶

羽生市 ▶

邑楽町 ▶
明和町 ▶
大泉町 ▶
館林市 ▶
前橋市 ▶
横浜市 ▶
市川市 ▶

＜邑の映画会・群馬県の映像教育のことをもっと知りたい方は＞

・小栗康平オフィシャルサイトOGURI.info　www.oguri.info

・邑の映画会ＨＰ　http://kenokuni.jp/muracinema/

・邑の映画会実行委員のページ   http://blog.livedoor.jp/mura_cinema/

・邑の映画会facebookページ　https://www.facebook.com/muranoeigakai

・邑の映画会インスタグラム　https://www.instagram.com/muranoeigakai/

vol.13

「第 1３回邑の映画会」開催にあたりまして、
多大なるご協力をありがとうございました。
皆様一人ひとりの映画会参加費と合わせまして、
自主上映ができますことをご報告申し上げます。
               ( 邑の映画会実行委員会・教育委員会 )

   邑の映画会 賛助金協力について

一般社団法人コミュニティシネマセンター

東映

邑の映画会実行委員
加藤一枝／永本浩之／高橋正明／廣越恭子／安冨光子
関根史代／大竹喜代子／諏訪小百合／藤井雅路／吉永和起
戸叶唯人／橋本裕奈／小林黎士／櫻井ふみや

町より、
「令和5年度邑楽町協働のまちづくり活動支援事業補助金」
をいただいています。

邑の映画会サポーター
中谷和子
始澤由美子
長谷川カツ江
宮城英子／広沢邦江
齊藤玲子／大畠聡
小野洋子
降旗りの

医療法人三世会加藤医院／大竹喜代子
恩林寺／岡田悦代／加藤一枝／金子和子
岸・松平税理士法人／高源寺
渋井有三／諏訪小百合／関根史代
築比地友子／戸叶唯人／（株）徳川組
中谷和子／（有）花のほりこし／半田康幸
廣越恭子／藤江利久／ pop-life-works
NPOほほえみ／真仁田土建（株）／安富光子
竹内弘明／多田暁美／奈良松男　
長谷川カツ江
（有）東屋教材部／館林金属工業団地協同組合
上田裕信／観音寺／広沢邦江
（株）関東エレベーターシステム／黒岩光
鈴木葬儀社／館林西ロータリークラブ
森田智枝子／宮城英子
高橋正明
木暮昇司　
（株） 藤田ビジネスプロモーター
朝日印刷工業（株）／千野曜生／齊籐玲子　
野川尚子

・「見たかった映画が見られた。うれしかった。
（フジタ）」

・「映像教育の原点に戻ったような感覚を覚え
ました。続けられてこられた皆様のご苦労が
しのばれます。ご苦労様です。新しい会場（新
館）でとても快適でしたが、お子さまが学習
されるには少し広かったように思います。」

・「良くチラシを拝見しなかったため、いつも
午後からだったので、午前の映画を見損なっ
てしまった。思い込みはおそろしいと思った。
２点とてもすばらしい映画だった。どちらも
景色が素晴らしい。美しかった。FOUJITA、
美しい映画だった。字幕が早くて読むのが間
に合わない時があった。特に初めのうち。」

・「毎回期待してます。」

感想を寄せてくださった沢山の皆さま
ありがとうございました。これからも
映画で出会う素敵な時間がありますように。

子ども映画教室の模様

いくつのショットが
　あるか数えてみよう

◇◇◇  子ども映画教室 ◇◇◇

「子ども映画教室」は、小学校の時に映像教育を

受けて成長した大学生たちが、今度は、映像の

素晴らしさを伝えます。

映画はいくつかのショット (カットとも言います )が

つなぎ合わさって出来ています。

ふだん映画を見ているときに、いくつのショットがあっ

たか、などと私たちは数えて見たりはしていません。

でも、よく注意して見てみると、人の顔が大きく映っ

たり、きれいな風景に切り替わったりして、映像はい

ろいろに変わっています。

だからと言って、それらをバラバラなものだとは思わ

ない。なぜでしょうか？

映画というものがもつ「時間の不思議さ」です。

またそれら一つひとつのショットは、それぞれに
「フレーム」(枠 ) によって切り取られています。

「フレーム」を切り抜いた黒い紙を目の前に置

いて、見ようとするものに、近寄ったり、離れ

たりして見てみましょう！

片目を閉じることも忘れないで！

カメラのレンズは私たちの目と違って、二つはあ
りません。一つ、です。

いろいろなことがふだんと違って見えるはずです。
この違って感じられるものが、映像と言う「作ら
れたもの」の発見です。

既存のアニメーション作品、先生たちが今回のた
めに撮った「勉強用の短編」などを見ながら映画
の不思議を学びます。

浅見さん（深谷市）「以前、川崎市民ミュージア
ムで出会い何度か鑑賞した「魔法使いのおじ
いさん」。今回、こどもたちもいる上映会場で
鑑賞できたこと、とても幸せでした。いつに
なっても良いので是非「大仏さまと子供たち」
（清水宏監督）を上映して、こどもたちに見て
欲しいです。引き続き加藤先生の情熱でがん
ばって下さい。」

井出さん（前橋市）「FOUJITA」は幻想的だと
思いました。いつも見る映画はもっと人をアッ
プで映しているので、風景画みたいに見える
瞬間は、私にとって未知のものでした。」

大川さん（春日部市）「魔法使いのおじいさん」。
あるのは、ゆたかなあふれる自然のみ。子供
たちを見てるといつも走っている。超スピー
ドで。いいなーと…。「FOUJITA」出会った
こともないどっしりした大樹に救われまし
た。」

長田さん（太田市）「素晴らしかったです。特に
「魔法使いのおじいさん」が。「FOUJITA」も
刺激的でした。1920 年代のパリと戦時下の
日本の落差の大きさが。藤田嗣治が同じ一人
の人間と思えないところが。」

清水さん（邑楽町）「映像教育として考えられて
いるようだけど、映像＝映画なので幅がせま

いなと感じた。少ない時間でしか子供に考え作らせ
ることができないのは分かるけど。あと、大学の教
育学部的アプローチが正しいとは思えない。新しい
場所ができたから、一から考え直せるタイミングか
と思う。上映作品は、どれも楽しめました。小栗さ
んのは初見でしたが、とても良くて驚きました（失
礼！）。フジタの事をざっと知ってても次どうなる
かわからず引き込まれた。丁寧に作られててすばら
しかった。」

・「藤田生誕記念の美術展、何年か前と今年９月頃、
東京にて観ました。その他、NHKにて特集され（日
曜美術館）話題となった画家です。そんな折、本日
の上映、とてもタイムリーでした。」

・「子供の部があったので、行きやすかったです。と
ても良いプログラムなので、もっとたくさんの子供
たちに来てもらいたいなと思いました。太田市に住
んでるのですが、太田市には、宣伝されたのか
な・・・？」

・「ショートアニメが午前中に上映されていたと気づ
かず残念でした。毎回貴重な作品が多く、なかなか
お目にかかれないので。（人魚観たかった…）次回は
キチンとチェックしてから来場します。」

・「新しい会場がとてもよかった。魔法使いのおじい
さん＝？」

・「見たかった映画が見られた。うれしかった。
（フジタ）」

・「映像教育の原点に戻ったような感覚を覚えました。
続けられてこられた皆様のご苦労がしのばれます。
ご苦労様です。新しい会場（新館）でとても快適で
したが、お子さまが学習されるには少し広かったよ
うに思います。」

・「良くチラシを拝見しなかったため、いつも午後か
らだったので、午前の映画を見損なってしまった。
思い込みはおそろしいと思った。２点とてもすばら
しい映画だった。どちらも景色が素晴らしい。美し
かった。FOUJITA、美しい映画だった。字幕が早く
て読むのが間に合わない時があった。特に初めのう
ち。」

・「毎回期待してます。」

感想を寄せてくださった沢山の皆さま
ありがとうございました。これからも
映画で出会う素敵な時間がありますように。

昨年の子ども映画教室の模様


